
教育目標具現化のための
本年度の方針

④地域に根ざした特色ある教育活動の推進

分野・担当 目標達成のための具体的方策 評価規準・数値目標 中間評価 達成度

各式典および集会における集合状況・身だしなみの他、ＴＰＯ

に応じた行動をとれるよう生徒に指導する。

集会時における生徒の集合状況、身だしなみ等、適切に指導が

なされているか。

集会における集合や身だしなみは生徒

の努力もあり、よい状況である。
Ａ

生徒が校歌・式歌等をしっかり歌えるように指導するとともに、集

会や式典に対し、積極的に参加する意識の高揚を図る。

校歌、式歌等をしっかり歌えるか。表彰式、卒業式等の式典が適

切に行われ、生徒自身が愛校心を持ちながら積極的に参画でき

たか。

校歌は卒業式以外はなかなか歌えない

状況である。また、表彰式についても呼

名に対する返事の指導が徹底できてい

ない。

Ｂ

ＰＴＡ行事における保護者の一層の参加を呼びかけるととも

に、保護者がＰＴＡ活動に参加したくなるような方策を講じ、

活性化を図る。

ＰＴＡ行事における保護者の参加状況は良くなったか。また、新

規事業により、魅力あるＰＴＡ活動を行うことができたか。

今年度初めて文化祭による模擬店を

開催でき、またPTA役員・理事が積極

的に参加していただけた。

Ａ

ＰＴＡや同窓会との強固な連携を図りながら、地元地域や中学校等

への発信を積極的かつ適時に行う。本校のさまざまな活動内容を、より

魅力のあるものとして外部に発信できるよう努力する。
ＰＴＡや同窓会および地域との連携が向上したか。

PTA及び同窓会との新規連携事業

（文化祭出店）を行うことができた。
Ａ

生徒自身が地域の防災活動に積極的に参加する機会を確保

するとともに、校内における防災ポスターの掲示や有事に備えた

防災訓練を実施する。

生徒が地域の防災活動に積極的に参加しながら、有事の際に、

地域に貢献できる能力を高めることができたか。

校内の防災ポスターを掲示し、より現実的な防災訓練を実施する

ことができたか。

校内の防災ポスターを９月より掲示すること

ができた。今後も生徒及び教員に対し、有

事の際への危機管理の啓発に努める。

Ａ

ＰＴＡや同窓会および地域と連携を図りながら、他校の情報

収集に努める。
50周年記念行事への概要を提案することができたか。 評価できず －

予習・復習の徹底と、目標学習時間の明示（学年+2時間）

「定期的な課題」や「小テスト」を通じて、学習習慣を身につけさせ、学

力を向上させる。

主体的で対話的で深い学びの実現に向け、「授業公開」「授業アンケー

ト」を柱とし、問いに関する研究やアクティブボードの活用を通して、授業

改善をする。

基礎力充実のための「学年コンテスト」のあり方を検討する。

生徒の授業外学習を調べ、その時間が増加したか。

問いに関する研究やアクティブボードの活用ができたか。

授業改善ができたか、授業アンケートや授業公開の参観者数など

により判断。

学年コンテストの実施拡大

学校全体の企画として実施する方向性を持たせる。

授業外学習時間については、春の時点では

昨年より学習時間が減少している。アクティブ

ボードについては授業懇談会で一度活用し

てもらうことで、単元によっては活用をしても

らっている。授業公開週間の参加者は昨年

度の３倍近くに増加しており、非常に良い傾

向である。

Ｂ

守るべき授業規律を徹底する。

「授業指導連絡票」や「授業懇談会」の活用。

守るべき授業規律がほぼ守られているか、授業指導連絡票の提

出状況や内容により判断。

授業への参加態度は良好か。

授業指導連絡票の枚数は、昨年より減少し

たものの、過去５年間の中では昨年に次い

で多い枚数である。不注意によるものが多い

ので、意識を徹底させることで改善していきた

い。

Ｂ

ライフクリエーション系列を改編し、新しい系列を発足させる下準備をす

る。

系列に関する組織作りを行い、カリキュラム・マネジメント確立へ向けた準

備を行う。

令和4年度入学生の教育課程編成

２年後に、核となるものが明確になるような系列の立ち上げができるように

できたか。

系列に関する組織作りを行い、カリキュラム・マネジメント確立へ向けた下地

ができたか。

令和４年度入学生の教育課程を編成できたか。

令和４年度入学生の教育課程編成に向け

て、系列会議を設置し系列については、カリ

キュラム・マネジメント確立に向けた土台作り

を行うことができた。系列目標について議論を

している所である。

Ｂ

蔵書整備で必要な資料を揃え、提供し、授業や総合で活用さ

れる場を作る。

図書管理システムNoahの運用

適切な図書の選定、購入、廃棄ができたか。

利用冊数及び利用人数は増加したか。

図書館外での図書の活用が出来たか。

Noahの運用ができたか。

廃棄はまだ行っていないがその他は適切に行

えている。貸出冊数は前年比113％(100

冊程増)で推移しており、授業での活用も微

増。図書館外への取組については保健室・

職員室に本を設置。今後は図書委員を活

用し積極的なＨＲへの働きかけが必要と考

える。

Ｂ
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学

習

指

導

(

教

務

)

(1) 授業規律の徹底

(2) 予習復習の習慣化

(3) 公開授業・授業評価・研究授

業研修による授業の質の向上

(4) 生徒実態に即した授業・評価

方法の工夫

(1) 早期に学び直しを完了させ、

基礎学力を確実に定着させるよう

工夫する

(2) 授業規律を徹底し緊張の中に

も知的好奇心を刺激し充実した授

業を実施する

(3) 少人数・習熟度別の円滑実

施により、思考力・判断力・表現力

を鍛える

(4) 科目選択指導の工夫と改善

を行うともに、系列の特色を生かし

た専門性を高める指導内容、指導

方法を工夫する。

(5) 主権者教育の充実

(6)図書館機能を充実し、利用率

と貸し出し数を向上させ、読書活

動を推進する

(7)校務支援システムの円滑な活

用

(8)カリキュラム・マネジメントの確立

授業規律の確立

教育課程と科目選択の改善

学習習慣の確立と授業改善

図書館機能の充実

教育目標
謙虚にして、自信の持てる、心身ともに健全

な社会人の育成を期する

ＰＴＡ・同窓会・町内自治会等、

各組織との積極的な連携

地域関係諸機関等と連携した防

災行事への積極的参加と防災学

習の充実

①地域に愛される生徒を育てる組織的生徒指導の徹底

②基礎学力の定着と学力向上を目指す、教科指導・学習指導の充実
③進路希望の実現と進路実績の向上

⑤心身の健康

評価活動項目本校の求める姿 本年度の重点目標

2

(1) ＰＴＡ活動の充実を図るとと

もに、保護者の学校行事への参加

率向上に繋がるよう、さまざまな行

事を通じて、保護者相互の連携を

強める。

(2) 同窓会・地元地域との連携強

化を図り、地域に愛され、誇りとなる

学校となるよう努める。

(3) 地域関係諸機関との連携を

強化し、地域防災の意識高揚を図

る。

保護者のＰＴＡ活動への積極的

な参加の促進

創立50周年記念行事の準備

1

式

典

・

集

会

(

総

務

)

(1) 式典を通した厳粛な場におけ

る行動・姿勢の習得

(2)愛校心および集団帰属意識の

高揚

式典を厳粛に行いながら、儀式礼

法を習得し、生徒に愛校心と集団

帰属意識をより持たせるよう努め

る。

厳粛な式典の運営

Ｐ

Ｔ

Ａ

活

動

・

外

部

と

の

連

携

(

総

務

)

(1) ＰＴＡ・同窓会と協力し合

う、三位一体の積極的な学校運営

(2) 地域に貢献し、愛され、地域

に開かれた学校づくり



分野・担当 目標達成のための具体的方策 評価規準・数値目標 中間評価 達成度評価活動項目本校の求める姿 本年度の重点目標

自分掌で担当者を複数育成するとともに、他分掌へ業務の移

管を行う。

マニュアルを充実させるとともに、通知票・指導要録・調査書等、

多様に運用し、チェック機能の再考を図る。

システム管理に携われる人材を増やせたか。

他分掌への業務の移管を行うことができたか。

より正確で、適正な資料作成とマニュアル作成ができたか。

今年度は新たに担当者が増え、システム管

理に携わる人材は増えたと言える。しかし、も

う一つの課題である他分掌への移管は滞っ

たままである。様々な部分で他分掌がメソ

フィアを使った業務を自分掌内で完結させら

れるような、マニュアルや伝える機会が必要で

ある。

Ｂ
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学

習

指

導

(

教

務

)

(1) 授業規律の徹底

(2) 予習復習の習慣化

(3) 公開授業・授業評価・研究授

業研修による授業の質の向上

(4) 生徒実態に即した授業・評価

方法の工夫

(1) 早期に学び直しを完了させ、

基礎学力を確実に定着させるよう

工夫する

(2) 授業規律を徹底し緊張の中に

も知的好奇心を刺激し充実した授

業を実施する

(3) 少人数・習熟度別の円滑実

施により、思考力・判断力・表現力

を鍛える

(4) 科目選択指導の工夫と改善

を行うともに、系列の特色を生かし

た専門性を高める指導内容、指導

方法を工夫する。

(5) 主権者教育の充実

(6)図書館機能を充実し、利用率

と貸し出し数を向上させ、読書活

動を推進する

(7)校務支援システムの円滑な活

用

(8)カリキュラム・マネジメントの確立

校務支援システムの円滑運用



分野・担当 目標達成のための具体的方策 評価規準・数値目標 中間評価 達成度評価活動項目本校の求める姿 本年度の重点目標

高大接続改革も見据え、進路研修会の内容をより効果的なも

のにして、本校の進路指導についての共通理解をはかる

進路指導についての共通理解、経験の継承ができたか。昨年より

出席者が増加したか。

限られた時間内で第3学年の進路指導につ

いて共通理解が得られたと思われる。参加

者数は前年並みであった。

Ｂ

補習・模擬試験等について情報を周知、参加の呼びかけを強

化して、参加に結びつける。
積極的に取り組むことができたか。昨年より参加者が増加したか。

参加者はやや増加した。よく取り組めて

いる。
Ｂ

ＰＴＡ総会後に進路講演会を実施するとともに、保護者会で

は配布資料の内容を充実させ、必要な情報を発信する

十分な情報提供ができたかをＰＴＡ進路委員会での振り返りの

状況で判断する。昨年度より情報量を増やすことができたか。

進路講演会を適切に実施できた。保護者

会配布資料は担任の負担も考えて必要性

の高いものに絞った。

Ｂ

ロッカーの施錠指導の徹底により、貴重品の自己管理を徹底さ

せるとともに、物を大切にすることや整理整頓を心掛けさせる。ま

た、不必要な物を学校に持ち込ませない。

ロッカーの施錠の状況の把握が年間を通じてできたか。

盗難・紛失届数が昨年より減少したか。

年度当初はロッカーの中から物の紛失が起き

ていたが、次第に紛失事案が減少してきてい

る。ロッカーに鍵がかかっている状態を保てて

いる。

Ｂ

生徒観察や心の健康アンケートなどを通し、生徒の心理変化や

環境変化に気付き、早期発見に務め学年･学校全体で即時

対応をする。

いじめの早期発見・早期対応ができたか。

ＳＮＳでのトラブルが増えているが、担任の

注意や学年指導部が注意をすることで収

まっている。個人情報を含んだ投稿には厳し

く対応できた。

Ｂ

定期的な点検、登校指導、巡回指導により、制服の正しい着

用・清潔な頭髪の維持・装飾品の不着用を徹底させる。
整った身だしなみで学校生活が送れているか。

化粧カードの数が大幅に増加した。化粧をし

てくる生徒が増加しているとともに、注意してく

ださる先生も増加した。

Ｂ

遅刻カードを導入し、さらに遅刻指導の徹底を図る。

授業や教育活動の場面で時間が守れるよう指導する。
年間の遅刻指数が昨年度より減少したか。

遅刻数はほぼ横ばい。２学期に入り、遅刻

数が増加している。
Ｂ

校外での啓発活動を充実させ、更なる意識の向上を図る。

歩きスマホや自転車運転中のイヤホンの禁止など、ルールの徹

底を声かけを中心に指導する。

交通事故件数が減ったか。
事故報告件数が大幅に増加した。ま

た、苦情電話も多くいただいた。
Ｃ

メリハリのある部活動をめざし、学習と部活動の両立できる環境を整え

る。

単に部活動への参加人数を増やすだけでなく、3年間継続していける環

境整備を検討する。

生徒会新聞等を通じ、試合・大会等の予告・結果を広報する。

限られた活動時間や活動日数の中で効率よく活動することができ

たか。

生徒の活動状況を把握し、活性化に繋げることができたか。

試合・大会の結果を広報できたか。

今年度より「部活動指導ガイドライン」に基づ

いたルールで実施しているが、どの部も概ね

限られた時間や日数の中で活動することがで

きている。また、３年間継続していける環境

整備に向けて、「部活動 活動状況調査」を

実施し、活動状況の把握に努めている。

Ｂ

生徒会執行部との連携をしっかりと図り、南陽祭をはじめとする

学校行事を、生徒が主体性を持って企画・運営できるように指

導・支援する。

生徒会執行部と顧問の間に連絡・報告･相談がしっかりなされていたか。

生徒会執行部の生徒だけでなく、それ以外の生徒も主体性を持って活動

することができたか。

昨年度の反省をもとにより良い活動に改善することができたか。

南陽祭に関しては、生徒会執行部だけ

でなく、それ以外の生徒も積極的に行

事に参加する姿が見られた。

Ｂ

生徒会部として実施可能なボランティア活動を検討し、年間を

通して計画的に実施していく。

ボランティア活動の回数が増加したか。

ボランティア活動への参加人数が増加したか。

生徒会執行部とJRC部が合同で「田んぼ

アート」の田植え、稲観察会に参加した。
Ｂ

教員によるチェックシートを活用し、共通認識のもと、学校全体

で大掃除に取り組む。委員会活動の一環として、生徒が定期

的に道具の点検や修理を行い、清掃のための準備をする。

チェックシートを活用し大掃除に取り組めたか。

委員会活動で掃除道具の点検か定期的に行えたか。

大掃除に関しては、もう少し職員指導

のもとできるのではと感じた。掃除道具

の点検は、行えた。

Ｂ

各学年相談担当を置き、情報交換が密にできるようにする。 職員間とＳＣ・ＳＳＷ等の連携ができているか。
相談担当の細かな声かけにより連携が

とれた。
Ａ

マニュアルに従っての追求をしていくとともに改善点の見直しをす

る。
関係職員との連携はできているか。 連携はとれていた。 Ａ

年度当初より計画を立て、全体で運営ができるようにし、行事の

充実をはかる。
計画的に総合学科発表会の準備をすることができたか。

各教科から素案を出してもらい、系列

会議で検討する予定である
Ｂ

絶えなき改善を実施し、担任が円滑に授業ができるように、指

導計画を提案する。

「キャリア探究Ⅰ～Ⅲ」の運営について、学年から評価を得ることが

できたか。
予定どおり運営できている Ｂ

企業や団体との連携教育を充実させるとともに、その広報を実

施し、本校への地域からの評価を高める。
連携教育に生徒を参加させることができたか。

SDGsに関わる連携教育を学年全体

で実施した
Ａ

国際理解検討委員会の計画をもとに、国際理解を促す内容を

学校行事のテーマに盛り込み、国際理解教育の一層の充実を

図る。

国際理解を促す内容を学校行事等のテーマに盛り込み、計画から

発信まで年間を通して、国際理解教育を充実させ、生徒の課題

解決力を向上させることができたか。

11月に実施予定。 －
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生
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指

導

(

生

徒

指

導

)

9

学期末及び行事前などに通常清

掃では行き届かない箇所の清掃及

び清掃道具の完備

紛失・盗難の防止

安全意識やマナー･モラルの向上

保護者へ提供する進路情報の充

実

3年間を見通した指導体制の確立
(1) 生徒個々の適性を見据え、3年間

を見通した指導体制の確立

(2) 資格取得・補習・模試・センター試

験等へ意欲的に取り組ませることによる

粘り強く挑戦する生徒の育成

(3) 高い進路目標を掲げる生徒のサ

ポート

(4) 保護者へ提供する進路情報の充

実と教員研修の効率化

時間を守る意識の高揚

(1) 生徒会活動、学校行事、部

活動への意欲を高め学業との両立

を図る。

(2) 生徒委員会活動を充実し、生

徒が自ら意欲的に学校づくりに参

画する機会を作る。

(3) 地域交流やボランティア活動の

推進により自己有用感を醸成す

る。

部活動の活性化

生徒会活動の活性化

ボランティア活動の充実

補習等での学びの拡大と充実

「キャリア探求Ⅰ～Ⅲ」の効果的な

指導を探り、より本校生徒に適した

内容を検討する。

身だしなみ指導の充実

いじめのない安心・安全な学校づく

り

進

路

指

導

(

進

路

)

生

徒

会

活

動

(

生

徒

会

)

(1) 部活動の活性化

(2) 生徒会活動、学校行事の充

実

(1) 身だしなみ指導、遅刻・欠席

指導を学年中心に指導しきる体制

の確立

(2) 交通安全指導の徹底、非行

防止、問題行動（いじめ）の根絶

(1) 将来の社会人、職業人として

の規範意識やマナーを徹底指導

し、基本的生活習慣が確立された

高い品位、品格と道徳心を持つ生

徒の育成

(2) いじめ防止基本方針に則り、

いじめのない安心・安全な学校づく

り

(3) スマートフォン、携帯電話等の

使用方法について職員の共通理

解のもと指導

(4) 交通安全指導の徹底

5

6

(1) 計画的・継続的進路指導

(2) 保護者への進路情報の充実

(3) 大学企業研究・見学の充実

(4) 組織的進路指導法の研究

(5) 推薦合格生徒の学力保証

7

学

校

保

健

(

保

健

)

(1) 心身の健全育成

(2) 清掃指導の充実による校内美

化の推進

(1) 大掃除・清掃器具

(2) 教育相談

(3) 欠席しがちな生徒への対応
教員間のＳＣ・ＳＳＷとの連携

8

総

合

学

科

(

推

進

)

(1) 総合学科としてのあり方研究

(2) キャリア教育の充実

(3) 地域に貢献し、愛され、地域

に開かれた学校づくり

(1) 生徒が主体的に活動できる教育

活動が実施できるよう提案を行う。

(2)「キャリア探求Ⅰ～Ⅲ」のより効果的

な指導を探る。

(3) 地域に根ざした教育活動を推進

し、理解を求める。また、そのための広報

活動を積極的に行う。

総合学科発表会の充実

地

域

連

携

（

教

頭

等

）

地域に貢献し、愛され、地域の誇り

となる学校（文化の殿堂）

(1) 地球規模で考え地球視点で

行動する地域連携事業の確立

(2) 地域に愛され、信頼される学

校づくりの方針と情報の発信活動

の充実

担任、学年主任、養護教諭、相談

係等を中心に学校としての組織的

な対応

国際理解教育の推進

連携教育の強化とその広報



分野・担当 目標達成のための具体的方策 評価規準・数値目標 中間評価 達成度評価活動項目本校の求める姿 本年度の重点目標

授業や部活動で地域や企業との連携事業を展開しながら、生

徒の成長を促す。またその様子を地域に発信する。

授業や部活動で行う地域や企業との連携事業で生徒が成長した

か。また、地域に発信することにより、地域の信頼を高めることがで

きたか。

多くの活躍する機会を地域の方がたより

与えていただき、生徒は大きく成長して

いる。

Ａ

10

多

忙

化

解

消

施錠時間を２０時とし、定時退校日の設定日を増やす。部活

動ガイドラインに沿った形で働き方改革を進める。

在校時間等の状況記録で、時間外勤務が８０時間超の人数が

減少したか。

若干名80時間超の先生もみえるが、今年

度は先生方の意識にも変化が見られここ数

年の中では最も減少した数字である。

Ａ働き方の改善

9

地

域

連

携

（

教

頭

等

）

地域に貢献し、愛され、地域の誇り

となる学校（文化の殿堂）

(1) 地球規模で考え地球視点で

行動する地域連携事業の確立

(2) 地域に愛され、信頼される学

校づくりの方針と情報の発信活動

の充実

業務改善を進め、在校時間を適正

化する

(1) 長時間労働の是正に向けた

在校時間管理の適正化

(2) 業務改善に向けた取組

地域連携の推進



最終評価 達成度

集会時の集合状況、身だしなみは良い状況

である。ただ、講話時にきちんと前を向き、聴

く姿勢をとれていない生徒もいたのが残念で

ある。

Ｂ

校歌は大きな声で歌えなかった。式典前にク

ラスにおいて担任指導を入れてもらう必要性

を感じる。表彰においても呼名の返事、礼、

代表生徒以外の生徒の指導など徹底でき

なかった。

Ｂ

今年度は、文化祭の出店を開催したが、意欲的

に参加していただけるPTAが多く、参加率は向上し

た。今後も継続して行うとともに、PTA主導ででき

るような働きかけが必要だと感じる。

Ａ

PTA、同窓会ともに模擬店の出店ができ、

交流も図れたことから、今年度の目標は達

成できた。また、同窓会の評議員の新たな活

躍の場とすることができた。

Ａ

防災ポスターの掲示、抜き打ちの防災訓練

の企画を行うことができた。また、防災マニュア

ルを確認する現職研修で、限られた時間の

中ではあったが職員の共通理解を図ることが

できた。

Ａ

各校の周年行事の情報収集に努めた。委

員会については３月に実施予定である。
Ｂ

授業外学習時間については、例年と特に変わりが

なかった。アクティブボードについては、中間評価と

変わらない状況である。授業アンケートについて

は、今年度から改善点の記入を導入したことで、

授業改善に繋げるアンケートとして位置づけること

ができた。学年コンテストについては、より効果が高

まるような工夫が必要である。

Ｂ

10,11月は増加したが、12月は減少した。携帯

電話の切り忘れ件数は過去５年ほぼ変化なく、

遅刻の回数が昨年に引き続き多くなっている。同

一生徒が複数回指導されるケースが多く、学校全

体として授業規律はほぼ守られている。

Ｂ

現状、令和４年度入学生の教育課程については

系列の目標を再検討している所で終わっているた

め、引き続き令和４年度入学生の教育課程を検

討していきたい。他は中間評価と同様である。

Ｂ

今年度の廃棄は行うことができなかった。貸出冊

数は前年比106%増（1190冊）で推移。中

間評価以降伸びなかった。図書室外への設置や

各分掌・教科への回覧により一部への周知は行え

たがHRへの積極的な読書活動促進は行えなかっ

た。Noahにより貸出・返却の作業やデータの統計

がスムーズに行えるようになったため利用促進に繋

がっている。

Ｂ

令和元年度　学校自己評価一覧シート

愛知県立　南陽　高等学校

次年度への課題

次年度への行動目標

授業外学習時間の確保と効果

的な授業改善方法の模索。

令和４年度入学生の教育課程

編成と系列に関する組織の定

着。

カリキュラム・マネジメントの確立。

次年度周年行事企画運営の検

討をしたい。

遅刻の回数が増えている状況に

ついて、確認し対策を講じる。

継続して、集会時のマナーの徹

底をしていくとともに、話を聴く姿

勢について、しっかりと指導してい

く。

校歌、表彰の在り方について、

教員の共通理解を図れるよう、

継続して依頼していく。また、表

彰では、受賞生徒の顔が見られ

るよう、工夫していきたい。

継続してPTA活動の参加率を

向上できるよう、次年度はPTA

役員会・理事会で情報交換会

を設けていきたい。

次年度も継続して実施していきた

い。出展内容については、清掃等で

ごみの放置の課題も出てきたことか

ら、保健部の連携を図りたい。

防災指導については、教員・生徒と

もに、常に有事に自分の命を守る行

動ができる意識付けを図っていきた

い。また、防災訓練もさらに現実味の

あるものにしていきたい。

適切な廃棄を行い棚を有効に活用

する。引き続き南陽図書館と連携し

つつ、本校の調べ学習資料も選定・

購入を行いより授業や委員会での利

用促進につなげる。HRへの読書活

動の推進を行う。Noahでの蔵書点

検を行う。



最終評価 達成度
次年度への課題

次年度への行動目標

自分掌内での人材の育成はスムーズに行えてお

り、予定通りである。セキュリティーを高めつつ一般

の職員に使える機能を増やしている。しかし、他分

掌用のメソフィア機能の充実がまだ完全とは言え

ず、他分掌とも連携をとりながら、どの機能を移管

するかを決めていく必要がある。

Ｂ

メソフィアの機能について担任の

先生や他の分掌の先生方に権

限を更に付与する。

成績関係処理用の科目名につ

いて、運用方法を再検討する。



最終評価 達成度
次年度への課題

次年度への行動目標

第3学年の進路指導の全体について伝えるために

研修内容が複雑で長時間にわたりがちであるが、

許容できる程度にまとめることができた。

Ｂ

補習参加数はまずまず良好であった。 Ｂ

進路講演会の他、保護者会時の進学資料

配布会を実施し、相当数の資料を配布でき

た。

Ｂ

　１年間継続して施錠チェックをすることができたの

は本当に良かった。鍵をロックせずにそこから紛失し

てしまうことも複数件あった。

Ｂ

　アンケートなどで把握ができた場合には迅速に担

任と連携をとって対応ができた。また、アンケート以

外でもいじめ・トラブルに関して担任の先生が報告

をして下さることで、情報共有をすることができた。

Ｂ

　前年度同時期と比較してスカート・化粧ともに２

０％～３０％増加した。指導部員以外の先生

が指導してくださった状況も増えている。

Ｂ

　２学期でも増加したが、３学期に入り更に遅刻

者が大幅に増加してしまった。また、遅刻指導に欠

席をする生徒の指導が問題となっている。

Ｂ

　事故件数は昨年度同時期と比較して増加し

た。また、事故をした後の対応が適切でない生徒

が多くいた。

Ｂ

４月から「部活動細則」を変更し、今までよりも活

動時間や活動日数に制限がある形で実施してき

たが、どの部も大きな混乱なく活動することができ

た。働き方改革の影響で部活動に制限が加えら

れる流れがあり、どのような形で部活動を活性化さ

せていくかについては、ビジョンが描けていない状況

である。

Ｂ

前期後期ともに生徒会役員の立候補者が定員に

満たない状況であったが、学校行事では、生徒は

非常に積極的に活動した。南陽祭では、生徒のア

イデアを吸い上げて新たな企画にチャレンジすること

ができた。ただ、もっと生徒主体でやり切る姿勢が

あるとよかった。

Ｂ

生徒会執行部とJRC部が合同で「田んぼアート」

の田植え、稲観察会に参加した。
Ｂ

職員の指導の下、周知徹底ができていな

い。委員会活動を通じて、清掃道具に点検

は、行えた。

Ｂ

予定どおり実施できた。 Ａ

予定どおり実施できた。 Ａ

系列会議で検討した後に実施したが、教科

から負担が偏っているとの声があった。
Ｂ

予定どおり運営し、一定の評価を得ることが

できた。
Ｂ

SDGsに関わる連携教育を学年全体で実

施した
Ａ

国際理解LT、ワークショップ、お茶会ともに例

年より盛況のうちに終えることができた。
Ａ

教員指導の下、周知徹底。

引き続き行なう予定。

引き続き行なう予定。

事故をしないための講話も必要だ

が、事故後の正確な対応の仕方も

きちんと伝えていきたい。

働き方改革の流れの中で木曜日が

活動休止日になるなど部活動に制

限が加えられるが、各部が限られた

時間や日数の中で効率的・効果的

な活動をしていけるようにする。

教員ではなく、生徒が中心となって最

後までやり切れるように指導・支援し

ていく。

体育祭の熱中症対策にしっかり取り

組み、事故のない運営を心掛ける。

南陽高校の伝統にもなっている

教育活動の１つである。さらに充

実させていきたい。

伝え方をより洗練させて、スムー

ズに理解を得られる工夫をする。

勤務時間内に実施していただけ

るよう配慮しながら実施していく。

引き続き進路講演会・進学資

料配布会を実施する。

今年度の取り組みを引き継いだうえ

で、さらに良いものとする。

生徒にとってより良い内容となる

よう検討を重ねていく。

より効果的かつ効率的な実施方

法を探る。

引き続きチェックをおこなう。また、管

理の意識や声掛けの頻度も多くして

もらう。

生徒会部として実施可能なボラン

ティア活動を検討し、年間を通して

計画的に実施していく。

ＳＮＳの書き込みからのトラブルが

多いので、取り扱いから注意をしてい

く。

　声掛けをする教員を増やして、いつ

でも見られているという意識を持たせ

ていきたい。

年度当初のモチベーションが続かない

ことが問題である。きちんと登校でき

ている生徒もケアをしたい。



最終評価 達成度
次年度への課題

次年度への行動目標

各教科、各部活動などで地域などとの連携

を数多く実施することができた。関係各所より

高い評価を得ている。

Ａ

時間外勤務など数字的には若干減少してい

るが、多忙感はまだまだある。
Ｂ 

さらに生徒の自己有用感を高め

られる活動にしていきたい。

木曜日は部活動休止日にする

などさらに前に進めるための業務

改善を実施したい。


